
地

球

･

節
十

7
蓉

第
六
班

望

凹

三
八

知
る
こ
だ
が
出
凍
る
｡
讃
者
は
節
五
圏
を
締
細
に
観
察

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
白
か
ら
塾
ぶ
所
が
あ
る
で
あ
ら
う

地
名
を
記
入
せ
ざ
る
等
高
線
間
を
此
の
度
作
製
し
た

重

曹

の

束

の
で
其
の
三
.
四
を
耽
っ
て
地
形
だ
地
質
ど
の
散
明
哲

試
み
読
者
の
注
意
を
喚
起
せ
ん
ビ
試
み
た
の
で
あ
る
｡

輔

保

し
ヽ
)/

倉

男

候

(
1
)

日

次

一
､
序

数

(
こ

天
文
的
位
置

(
二
)

梅
俳
か
関
係
,
山
脈
の
発
向
'
鴨
流

(
≡
)

英
樹
の
範
憐
概
親

二
七

各
気

象

撃

買

(
ご
(
二
)

(
≡
)

(
四
)

三
､

粍
(
7

)

(
二
)

窺

組

銘
解
放
風

韻

既

降

耐
論

題

年
平
均
窺
象
質
素

金
島

如
供
節
及
其
虚
柴
と
の
闘
係

二
序
説

東
棟
は
基
地
の
地
球
上
に
於
け
る
地
坪
撃
的
位
置
即

b
て
決
定
せ
ら
れ
る
｡

姦
関
の
束
候
藍

等

る
に
督

-
､
左
に
英
気
供
を
決

定
す
る
諸
要
素
を
明
か
に
し
､
進
ん
で
轟
滑
の
東
棟
を

概
観
L
t
次
節
に
於
で
各
束
象
要
素
に
つ
い
て
造
次
述

べ
る
事
に
す
る
｡

(
こ
天
文
的
位
置

姦
磯
は
北
緯
二
十

一
度
五
十
三
分

六
よ
り
同
二
十
五
度
十
九
分
三
に
五
･｡
兼
経
百
十
九
度

牛
よ
り
同
官
二
十
二
度
に
至
る
間
に
位
置
し
t
S
u
p
an



氏
の
所
謂
熱
帯
地
方
に
属
し
て
ゐ
る
｡
然
し
等
渦
線
の

大
勢
か
ら
観
れ
ば
年
平
均
束
弧
に
於
て
阿
弗
利
加
及
び

中
央
正
米
利
加
の
同
緯
度
よ
-
も
五
度
乃
至
十
度
低
圧

を
示
し
て
ゐ
る
.

(
二
)海
陸
の
関
係
､
山
脈
の
走
向
p
海
流

本
島
は
塩

細
缶

M
o
n
so
on
地
背
に
威
し

一
衣
帯
水
を
隔
て
～
支

那
大
陸
に
封
し
､
而
か
も
光
支
那
海
の
水
位
が
官
米
低

下
す
れ
ば
姦
圏
は
大
陸
だ
陸
続
き
ど
な
r･o
t
其
東
経
を

な
す
罫
ビ
L･i
る
｡
此
の
如
-
大
陸
に
鴎
講
す
る
位
置
を

占
め
る
か
ら
冬
季
に
於
で
北
東

M
on
s
oon
の
影
響
を

慕
-
束
亀
制
令
に
低
-
.
夏
季
南
東

M
on
soo
n
の
卓

越
す
る
期
間
は
海
洋
の
影
響
を
受
け
て
ゐ
る
｡
北
微
光

よ
り
甫
倣
西
に
走
る
金
長
八
十
五
里
幅
二
十
里
の
中
央

山
脈
は
本
島
の
兼
海
岸
を
洗
ふ
日
本
海
流
(舶
佃
㌫

博
餌

;
･(
･;
･.::,:.I:.
'M
.㍗

:.1
.洲
･｡t.?･i.･..悼
.:.:
:iJ:i
:I
'脚
.i)
I,
前

･7･i
.
.F･=･:

細
並

M
o
n
s
oon
だ
相
侯
ち

轟
轡
燭
特
の
束

保

を
生

二
ー
各

気

象

要

素

(
〟
)

束

温

凝

固

の

鼠

依

み
出
し
て
ゐ
る
｡

(
≡
)凝
轡
の
東
棟
概
観

董
輝
の
気
候
を
概
言
す
れ
ば

其
位
置
熱
帯
'
並
熱
帯

の間
に
介
在
し
熱
帯
的
気
候
を

有
し
て
ゐ
る
｡
島
哩
な

れ
で
も
並
細
塩
大
陸
に
接
近
し

其
の
影
響
を
受
け
る
こ
ビ
多

大
に
し
て
､
大
部
分
は
洛

洋
性
束
供
を
な
さ
ず
.
大
陸
的
気
候
を
示
し
て
ゐ
る
O

冬
季
は
北
東
季
節
風
の
影
響
を
受
け
て
.
北
轍
の
次
市

山
脈
(
パ
イ
で
フ
山
脈
)以
北
は
陰
閑
.
多
雨
も
内
地
の

梅
雨
の
如
-
京
間
連
日
に
亘
り
茸
に
温
冷
な
る
武
侠
を

賂
親
し
も
姦
中
盆
地
以
南
は
乾
燥
快
晴
に
し
て
陽
春
の

如
き
季
節
で
あ
る
｡
夏
季
は
大
陸
の
影
響
大
な
ら
ず
.

寒
ろ
海
洋
の
影
響
を
受
け
'
商
又
は
南
東
の
季
節
風
申

越
し
で
新
高
山
脈
(
阿
曳
山
山
脈
)
以
南
に
多
義
t
b
る
降

両
を
厨
L
.
荷
は
熱
源
雷
桶
の
頻
輩
す
る
Ld
r{,J
蚤
-
太

陽
寓
射
の
影
響
を
蒙
る
蔀
大
に
し
て
､
姦
中
以
南
の
盆

地
並
び
に
山
地
に
於
て
特
に
著
し
き
も
の
が
あ
る
｡

望

正

fTTE



叔 損 率
蚊 低 高
鼠 範 喝
組 組
ノ ノ 就
中 jJi

iT･1-:均 均 t.TITL

点 叔 牢
粍 低 高
来 窺 均
t.lull;tALiiL
ノ ノ 窺
卒 中
弟 均 均 iHL

叔 敢 平

股 借 7㌔･;
幻 Irq.i均
弧 t,Lull
ノ ノ 嵐
平 3'lL
差 均 均 紐

BL<四 ノヽ べゴ 四 に研 ′ヽ デモ ⊂⊃ = 豆 rt=ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
九 - ,_f<一･ ⊂⊃}JL..六 Iミ ブtJrヒ ボ ⊂⊃

平

均

試

脱

硫
筒
気
組

ノ
平
均

最
低
範
組
ノ
平
均

収

差

平

均

縞

氾

最
高
親
紐

ノ
平
均

叔
偲
窺
約
ノ
平
均

収

差

一八
㌧九

三
､三

言
'七
で
粥

ーヒ 四 ^ 七 四 三三 ′し3T. 【=).=二三 六 ･t=主よ三三ノヽヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
(⊃ 二 一･･三三 四 七 -- -也 JtJ 正己I迅l′ヽ ･b Jzil- ←L=

心 蒜 岩 ズ 出 品 云 六 岩 G_孟 式 .t=芯 歪 喜ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
a iヽ JtJブtJ ノヽ ･一一･ブtJエ フJL.l'三 カ.I六 -tj三三 ⊂⊃･･ヒ

-tS,A-,弓 ミ 汽 禿 竜 三 ,～,禿 ろ 竜 一b,乗 車 毒
三 匹Ⅰ六 六 ノヽ 八 六 ブLJ ′ヽ ⊂)ノヽ ニ ′し デマ性1-･

召 二三 三 変印≡三石 蒜 八 三 ∈;手芸一七=⊂つ.L =-:.ヽ ヽ ヽ ヽ
二二 八 六 JtJ 八 ノヽ 六 ブLJ七 一･′ヽ ⊂)

蹄
'八

宗
.二

義
'六

こ
こ
､七
心
'七

八 三乙⊂⊃ヽ ヽ ヽ
二三 =ニン■ヾ

詞 元 宗 .七 三 三 :蛋ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
ノヽ 六 ブtJ .,,･fs^ 四 二二

jr
心

7‥七
､九

三
〇
㌧六

五
'山ハ

取
'
0

ニ七
二

茜 云 =昌ヽ ヽ ヽ
三三 ⊂⊃-tj

七
'現

地
'八

I-IILJ=LLILヽ ヽ ヽ
-t=ニー.-

宗
'九

1,J.ltCJ

ニ
三
､
二

7
月

二
月

TIO
.r17

TZO
t
三

二
四
.〇

二
四
､三

石
'
幻

丁心
七
三

六
'四

七
tO

三
月

四

月

三
.
二

二
四
.孤

三
ハ'
胸

元
､八

元
へ
三

三
.
訊

七
t
T

屯
'三

五
月

大
月

ニ六
三

孟
J
ZI

三
〇
'ぬ

き
'八

三
､四

責
､山ハ

r
O

六
､二

七
月
二
心
'
氾

三
､
0

二川
､七
六
三
二
七
'凶

71二
.
況

去
t
A
心
'七

八 三 看 岩 国 豊 吉 志 ,13這 三 毛 七 三 至 宝 U_高 三 志 八
三 三 よ cj' プこ.-ミよ _tjT 三 =1 h三 品 七'_t='ztgl.=1 9こf;三 三 月

^ 三 克 孟 JZg諒 克 真 八 重 重 責 七 三 吉 宗 ヵ 三 吉 責 九
0､三 j-:ノミ JhlJ.Jl '̂九1 三 三 l̂h1 i,Io'式 三 遥 ノこ ぶ 三 月

七 云 孟 三 相 三 毛 表 芸 =O 喜 志 七 三 元 志 筑 三 天 蓋 十
よ 二 三 三 pgl,1'三 JTt; olt遥 遠 _tll 三 三 這 三 ,I..' 1̂七1三 JJ

･缶 七 三 ≡; I封 ブL.ニ ー ⊂⊃･七 二白 = -b 八 =-J<三三ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
皇 rt3八 jFtJ こ)八 八 三だ乙 ..hA二二^ 奴 ニ JLJ一一 ⊂⊃

地

拭

節
十

丁
怨

各

親

測
地

男

年

平

均

気

組
(
粍
氏
)

節
六
班

ニ 二三二 十 匹!
瓦 ･･.-ブて こま 一一
三 C,1遥 三 IJ

六 宗 岩 ,六 三 言 責 ,完 岩 蒜 志 文 -ヒ 三 豊 完 W_,完 表 三 三
^' sELl 三 這 '̂3:三 二 ,i;二 '̂三 三 七!Jご '̂ 遥 メこぶ 三 JJ

慧 き き ≡ 慧 喜 至 芸 慧 き き 喜 雲 雪 雲 慧 慧 三 雲 望 若 等
一ヽ一 ＼_一一･一､一- 一一' ＼._- ㌔_･1- .̀ ･ヽ......～".ー ＼-- ..一一- .･.････~l

北

越

沿

抄 造 盗 恒

湖 h

品 田 5iミ 春



平

均

束

況

環
市
気
組
ノ
平
均

叔
偲
窺
汎
ノ
平
均

収

益

平

均

筑

況

叔
高
斌
汲
ノ
平
均

聴
偲
範
組
ノ
平
均

.
階

差

平

均

範

悦

叔
高
来
汎
ノ
平
均

澱
恨
窺
総
ノ
平
均

収

苑

芸
､七

宗
'四

三
'八

三
二

二
,五

二
､四

冒
.三

九
､セ

芸
'二

品
'セ

1九
.
t

山人
.四

三
､ltLl

l二
八

六
'八

六
'六

品
'六

品
､九

】八
､]1

-七
'六

I-I:コ

三
'･:ハ

雫
]

蕊
'0

1(
.
1

二
㌧八

三
､筑

真
'九

1四
'四

一八
､
】

九
二

八
'八

二
ハ'外

云
'六

二
ロ
'九

二
四
'八

蒜
､0

芯
'三

山ハ'九

r
正

一Ytt瓦

110
､0

一九
､四

三
.二

品
'
山

芯
'
四

歪
tO

克
､八

三
p三
八
'拡

墓
'九

二八
､三

二
0
'菰
r
八

三
､二

真
､六

]10
､況

荻
､tlt

雫
八

六
tt

一1Ytp心

1一二
'鑑

三
'
一
八
ta

真
二
.(

≡
'四

≡
,れ
(
､誠

二山ハ'三

三
〇
､ニ

7111エゴ
七
'0

云
'山ハ

云
'三

一･,.:二.'川

tl..L二
､二

三
'九

三
､八

八
'鑑

八
'柑

二八
､
l

二七
'山

喜
｢
1

三
､八

ニ六
､三

三
'
温

]11.L.正
R
ro
二六
､
1

三
〇
'∧

二
.itニ

二川
t
l

二
二
､滋

人
'九

八
'九

八
､三

孟
'九

一11r
心

責
tTT

tll)'九

三
1'八

売
t
.也

二
三
㌧大

義
'六

1れ
':.ハ

1
0
'0

二
二
'九

一‥七
､二

一九
､八
七
､四

三
､二

義
'コ

三
川
'光

義
'六

三
㌧蜘

曇
､九

や
三

七
㌧二

光
'三

荻
t
t

ニ
O.二

二
r
]

三
二
'
T

二六
'田

孟
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､0
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六
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四
70三
九
三

完
.心

宗
'心

lt1'六

芸
へ六

昌
'正

志
'九

二
ハ'也

三
､八

tへ
三

六
'ル

ポ
'七

七
'六

ニ
0
J

Jや
]

]1コ
ハ

エ
ニ
'七

品
.六

一雪
七

山七
'八

品
.八

六
'外

四
'九

回
'入

監
七八

姦

中

姦

北

基

隆

北
国

蹄
線
は
素

養
の
南

方
約

三
哩

の
地
鮎

を
通

過
し

て
本
島
を
二
分
し
商
牛
は
熱
帯
に
北
車
は
並
熱
帯
に
属

し
て
ゐ
る
｡
従
っ
て
前
表
に
も
示
す
迫
-
夏
季
が
長
-

且
暑
気
弧
-
七
㌧
八
月
酷
暑
の
候
は
三
十
二
度

(
華
氏

九
十
度
)
以
上
に
連
す
る
革
が
連
日
に
亘
る
｡
然
し
比

の
政
高
沢
度
は
内
地
の
各
地
に
比
し
て
甚
だ
し
-
商
い

と
は
言

へ
t･t
い
'
唯
潜
李
が
五
月
か
ら
十

月ま
で
約
草

笛
年
間
連
鎖
す
る
都
だ
､

l
口
中
.
朝
九
時
頃
よ
-
夕

方
四
.
五
時
境
ま
で
潜
熱
の
宿
-
鮎
だ
が
喜
入
の
心
身

を
極
ま
し
め
る
の
で
あ
る
｡
さ
-
L･B
が
ら
南
部
地
方
は

姦

田

の

窺

俵

午

後

二
時

頃

よ
-

雷
雨

を
仲

ひ

雨
後

は

精
々
涼
味
を
戚

す
る
の
で
あ
る
｡
冬
季
は
頗
る
温
暖
で
高
;
以
外
は
降

雪
な
-
.
偶
々
降
霜
を
見
る
も
､
姦
北
で
年
平
均

一
回

未
満
､
結
氷
は
傾
姦
以
雑
嘱
望

一回
に
過
ぎ
な
い
｡
蝕

も
中
部
以
南
は
時
恰
も
乾
燥
期
に
し
て
気
温
高
-
極
南

恒
春
の
如
き
は
其
地
名
の
如
-
内
地
の
陽
春
四
月
の
免

償
に
磐
城
た
る
も
の
が
あ
る
｡

左
表
に
依
れ
ば
兼
京
の
十
月
未
が
義
輝
の
最
低
二
月

だ
匹
敵
L
t
莱
京
の
十

一
月
か
ら
四
月
ま
で
は
本
島
に

於
て
は
殆
ざ
見
ら
れ
な
い
革
が
分
る
｡
而
し
て
大
泊
の

四
宅

四

!



地

域

耶
十

丁
笹

原
高
三
箇
月
の
平
均
は
恰
も
甚
北
の
最
低
二
月
に
等
し

い
O
然
し
轟
北
ビ
雄
も
室
外
で
外
賓
を
纏
ひ
p
室
内
に

節
六
班

望

八

四
二

混
袷
を
戚
す
る
の
み
に
L
で
決
し
て
内
地
の
如
-
底
袷

の
す
る
こ
E
は
な
い
｡

火
鉢
を
用
ひ
る
革
が
あ
る
｡

悼
辞
､
姦
北
､

大刀王紳壷何

泊志で戸北辞

3E 司
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二
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雨
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に
際
L
淋
陰

-ヽ′

光
栄
'
大
泊
に
於
け
る
平
均
窺
況
地
織
表
(摘
氏
)ト
等

皮
以
下
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'ニ

志
'ニ

10'瓦

]弓
八

三'ニ

]七㌧]1

ニよ

こハ'正

⊂⊃ヽ
JL

岩
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二
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四
月

五
月

真
'正

三
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六
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]1q､Llt

志
'71

六
二

蓋
'丸

ま
'ニ

ニ六'温

】]5'0

ニ雪
山
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]七'
〇

七
月

八
月

員
'八
宗
へ三
二芝t
i

≡
'∧
lT.Irュ
九
月

孟
'二

三
ヨ
一

]11'ニ

童
'九

品
'九

二ハ'八

石
､温

二
.九

六㌧九

二it八

一〇'瓦

雫
ニ

)

-ヽ/

r
]
l

O'(
一
七'0

【Ⅶu

rL

十
月

三
月

十二月

冶
表
わ
グ
ラ
フ
に
て
表
せ
ば
左
の
如
し
｡

第 一 固

ま a Td 九 六 七∧九十牛聖

｡
ヾ

'S

而
し
て
気
温
の
最
高
極
は

1
九
二
七
年

八
月
十
九
日
'
姦
中
の
三
九
二
二
度
､姦
兼

の

山
九

一
四
年
七
月
二
十
九
日
､
三
九
度

之
に
次
ぎ
､
最
低
極
は

一
九
〇

一
年
二
月

十
三
日
姦
中
の
零
下

一
皮
に
し
て
同
日
に

於
け
る
毒
北
の
零
下
〇
二

一度
之
に
並
い

で
ゐ
る
｡
要
す
る
に
轟
中
は
毒
轡
各
地
に

於
け
る
平
均
菊
池
の
最
高
'
最
低
両
極
端

の
記
録
保
持
者
で
あ
る
｡

華
氏
九
十
度
以
上
の
日
数
並
び
に
同
五



十
皮
以
下
の
日
数
は
産
衣
の
示
す
如
-
､前
者
に
於
で
.

姦
北
入

∵
七
日
､
養
中
七
四
･三
日
.
義
南
七
〇
｡九
日

に
し
て
三
地
基
､
他
の
観
測
地
に
放
し
て
非
常
に
多
-

膨
湖
島
の
七
二
山
日
は
最
少
で
あ
る
O
後
者
に
於
で
は
姦

甲
の
二
五
二

日
が
放
火
で
姦
牝
の

一
入
立

日
も
轟
宵

の

〓
ニ
･七
日
等
が
之
に
恋
い
で
多
-
.
恒
春
の
〇
二

日
は
最
下
位
で
姦
兼
'
膨
潮
路
'
花
遵
略
啓
は
精
々
之

よ-
上
位
を
示
し
て
ゐ
る
｡

@
各
親
測
地

に
沸
け
る
窺
粗
雑
氏
九
十
庶
以
上
の
口
数
(凝
年
平
均
)

恒
藤
(
二
三
エ

ロ
)
英
米
(
三
七
･
四
日
)
姦
鰯
(
七
〇
〇
九
日
)

潜
湖
鳥
(七
エ
音
)
花
迎
港
(三
丁
寧
.TTLLi)誠
呼
(七
四
エ
二
日
)

姦
北
(八
丁
七
村
)
基
経
(灼
丁
六
日
)

◎
各
親
紬
地
に
於
げ
ろ
窺
粗
雑
既
五
十
度
以
下
の
口
数
(遜
年
平
均
)

熔
春
(
〇
･
i
H
)

姦
策
八
〇
エ
ハ
日
)

逆
相
(
言

丁
七
日
)

汐
湖
梅
(
二
･〇
日
)
花
迎
船
(
三
･三
日
)
姦
坤
(二
五
二
日
)

避
北
へ
7
人
｡五
日
)
洗
練
(八
･九
日
)

斬
る
乗
組
分
布
は
粂
-
地
形
及
び
相
棒
及
び
関
係
的

傍
題
の
偽
っ
て
然
ら
し

む
る
所
に
し
て
p
前
記
p
基
中

毒
北
､
重
商
等
は
内
陸
盆
地
性
東
館
の
特
徴
を
指
示
し
､

酵
細
島
､
檀
春
､
姦
兼
､
載
達
港
､
基
隆
等
は
海
洋
海

樺
性
菊
伐
の
特
色
を
顕
し
て
ゐ
る
｡

凝

形

の

釦

憐

前
記
鼎
年
率
埼
最
高
最
低
乗
漁
表
の
示
す
如
-
窺
温

故
差
は
'
橿
春
の
七
三

度
を
最
少
に
姦
北
の

〓
ニ
･四

度
が
最
大
で
あ
る
｡
而
し
て
養
観
､
潜
湖
島
の
比
較
的

歓
喜
の
多
い
の
は
大
陸
の
影
響
を
受
-
る
輩
p
他
観
測

地
に
通
し
で
次
な
る
が
薦
め
で
あ
る
｡
故
に
此
の
故
差

は
閲
.
怪
事
よ
-
牝
及
北
関
に
進
む
に
捉
ひ
て
塘
加
し

て
ゐ
る
｡
殊
に
注
意
を
婁
す
る
は
花
蓬
港
の
月
卒
均
乗

組
'
最
低

7
月

(
他
観
測
地
は
登
二
月
な
る
に
)
に
し

て
､
且
つ
其
緯
度
に
此
L
p
割
合
に
各
月
乗
組
較
差
の

小
な
る
轟
で
あ
る
｡
暮
し
北
兼
季
節
風
は
九
月
車
よ
り

卓
越
し
｣
本
島
初
版
兼
を
揖
め
で
北
上
し
っ
ゝ
あ
る
日

本
海
流
は
漸
次
本
島
尭
海
岸
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
藩
に
陸

地
の
発
寒
二
月
に
人
ら
ん
.fd
す
る
頃
は
釜
-
花
連
接
よ

む
ご
7第
角

1
帯
の
沿
岸
に
漁
ひ
陸
地
を
洗
ひ
っ
ゝ
北
上

す
る
環
に
な
る
｡
偽
っ
て
花
適
確
の
二
日
は
勉
観
測
地

だ
遇
-
て
乗
組
最
低
堅

ポ
さ
な
い
の
で
あ
る
｡
荷
は
金

串
を
通
じ
て
此
の
鯨
流
の
影
響
を
蒙
る
こ
だ
英
大
に
し

て
､
其
の
綾
差
か
な
る
麿
以
も
亦
此
慶
に
存
す
る
の
で

あ
る
0

空

冗

四
三



地

球

節
十
7
替

節
大
助

謁
0

四
四

(
二
)束
魔
及
凪

本
島
は
大
陸
ビ
大
洋
亡
の
中
間
に
位

置
す
る
を
以
て
p
筑
魔
は
常
に
中
和
を
保
ち
.
季
節
的

苗
先
願
部
併
び
に
低
先
願
部
の
中
心
1,L･4
る
事
な
-
.

英
､
年
平
均
七
五
九

･
八
種
は
殆
ざ
涯
面
上
の
平
均
に

近
-
､
最
高

一
月
の
七
六
四

･
九
縄
は
兼
京
よ
り
珊
々

嵩
-
九
州
西
部
ビ
略
々
同
魔
に
し
て
'
固
此
利
並
南
部
､

蒙
古
地
方
の
高

気
魔
部
よ
rO
一
C
耗
低
位
に
在

わ
､
同

時
に
太
平
洋
の
酉
南
方
'
北
部
濠
洲
に
幡
居
す
る
低
克

魔
よ
-
も

一
〇
粍
高
位
空
ボ
し
て
ゐ
る
｡
最
低
八
月
の

七
五
三
｡九
粕
は
九
州
各
地
だ
精
々
Jg
l敵
し
､濠
洲
の
高

衆
魔
部
よ
り
十

1
粍
低
-
､
牝
支
那
よ
-
満
洲
に
起
る

低
束
腰
部

に
此
し
て
約
三
粍
高
位
髪
不
し
て
ゐ
る
｡
従

っ
て
本
島
及
其
近
海
に
卓
越
す
る
風
向
､
風
鷹
は
自
ら

察
知
す
る
こ
と
が
出
氷
る
｡

各

瓶
棚

俳

に

於

け

る

戎
年

平

均

束

贋

(晦
河
上
に
更
正
)
(粍
)

坦

称

盗

邦

訳.J.i

m

gJ=i

湖

北

越

路

蛋fi..31

北

基

経

各
地
平
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木
表
に
依
れ
ば
年
､
平
均
菊
魔
に
於
て
､
最
高
義
隆

の
七
六
〇
､
五
種
､
最
低
､
恒
藩
の
七
五
九
二

粍
其
他

は
両
者
の
中
間
に
任
し
.
北
よ
-
南
す
る
に
従
ひ
て
漸

次
逓
減
し
て
ゐ
る
｡
両
で
爾
観
測
地
の
年
平
均
来
歴
較

差

1
､
四
先
に
勤
し
'
緯
度
の
差
約
三
度
な
る
故
､年
平

均
束
魔
傾
度
は
約
三
十
分
の
十
四
､
即
ち
〇
､
五
に
嘗



る
｡

是

.
上
聞
の
如
-

tan
2
6
O
で
現
す
こ
だ
が
出
凍

る
｡
苗
は
各
地
平
均
来
歴
.
各
月
分
布
状
態
を
検
す
る

に
八
月
の
七
璽

1p
九
粍
を
澱
低
だ
し
､

1
月
の
雲

ハ

聖

九
先

だ十
二
月
の
七
六
E
I.
四
鵜
だ
を
両
肩
だ
す
る

平

均

窮

屈

五

十
'十
二
十
二
二
･二
'三
(六
ケ
月
平
均
)

六
'

七
'

八
(三
ケ
月
中
均
)

誌

樹

の

窺

供

(粕
)

坦

春

基

末

男

].
九

宍
三

二

雲
脚､八

豊
川

'

瓦

u
字
形
を
な
し
'
十
月
よ

-
翌
年
の
四
月
ま
で
は
七
六

〇
㌧
○
粍
以
上
の
高
来
魔
蟹

不
L
t
五
月
よ
-
九
月
ま
で

は七
五
八
､
〇
粍
以
下
の
低
気
曝
を
指
示
し
て
ゐ
る
｡

次
に
各
月
に
於
け
る
各
観
測
地
の
釆
魔
分
布
状
態
を

聞
示
す
れ
ば
二
つ
の
典
な
･｡
た
る
型
を
な
す
｡
釦
ち

1

っ
は
九
'
十
.
十

二

十
二
'

山
p
T
lt
三
.
四
'
五

月
の
示
す
夫
で
'
共
に
北
練
基
隆
よ
-
商
淵
垣
春

へ
ビ

傾
斜
し
､
他
は
六
'
七
'
八
月
の
示
す

G
raph
で
正
に

前
者
ビ
反
対

で
あ
る
｡
而
し
て
十
七
十

二

十
二
､
1
.

二
'
三
の
六
箇
月
間
は
気
腫
傾
度
大
に
し
て
差
肇

二
箇

月
は
最
も
小
で
あ
る
O
故
に
群
論
上
.
前
者
に
於
て
は

風
鷹
大
な
る
北
風
を
伴
ひ
後
者
に
於
て
は
娼
南
風
を
起

す
事
だ
な
る
｡
今
同
型
の

G
ra
ph
を
な
す
十
'
十

二

十
二
､

1
.
二
､
二
万

三

ハ
.

七
'
八
月
だ
探
-
.
夫

々
其
平
均
を
求
む
れ
ぼ
産
衣
の
如
-
で
あ
る
｡

壷

爾

汐
湖
梅

花
鎚
港

姦

中

仙盤

北

光

陰

葺

7.747

萎

r
O

柴
田
tO

窒

i.4

売

買
l

票
Y

凹

宝

蜘'七

宝
囲う筑

豊
四
七七

安
田'八

票
田
'
瓦

宝

誓

(.

四
巴

四
五



地

球

第
十

蒜

埜

ハ
班

M
望

四

･:ハ

此
の
平
均
状
態
に
於
け
る
金
島
乗
魔
分
布
国
を
作
成

第

三

国

十
'十
三

こ
.
三

･三
,
平
均
銭

座

芸

歴
無

数
票

聖

す
れ
ば
左
の
如
き
等
魔
線
図
を
稗
ら
る
～
ビ
瓜
ふ
｡

舛
'七
'(
月
平
均
転
座
及
韓
座
紙
(
数
字

ハ
粍
)

遊

錬

(
二
十

一
)

幕

国

の

部

門
ウ
ツ
ホ

ニ

モ
ン
ド

周
航
山

イ

霊
ソ
ア
ス
ネ
イ
ド

(
Inversn
aid
)

の
埠
頭
に
立

っ
て
､
m
蒜

に
惑
ふ
=
と
数
刻
,
蓮
に
ロ

ブ
ホ
｡
ロ
モ
ノ

瀧

ノ

洩

7

ド
空

洞
L
t
行
-
免
の
舶
蔚
塩
に
蔚
-
篠
に
埠
硯
で
柄
室
の
有
如
州私

闘
か
う
と
仮
払
決
め
る
Q
軸
韻
な
る
大
胆
さ
で
は
あ
る
が
今
と
な
っ
て

ほ
如
何
と
も
す
る
軒
が
な

い
o

呼
べ
ば
谷

(
ん
ば
か
り
の
封
梓
,1
は
辿


